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施政方針を表明
クローズアップ

一
人
一
人
が
幸
せ
に
な
る
ま
ち
へ

　
濱
田
剛
史
市
長
は
、
令
和
２
年
度
の
市
政
運
営
の
方
針
や

重
点
施
策
な
ど
を
ま
と
め
た
施
政
方
針
大
綱
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

濱
田
市
長
は
、
市
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
と
将
来
に

わ
た
り
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、

「
み
ら
い
創
生
」
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
施
政
方
針
大
綱
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、施
政
方
針
大
綱
の
全
文
は
、行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
本
館
１
階
⑱
番
）
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
施
策
実
現
の
た
め

行
財
政
運
営
に
取
り
組
む

他
市
に
な
い
「
常
識
外
」
の
構
想
で

施
策
展
開
を
追
求

　

私
は
、市
長
就
任
以
降
、誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

と
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
、都
市
機
能
の
充
実
を
は
じ
め
、

子
育
て・教
育
、福
祉・医
療
の
充

実
な
ど
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
も
、自
然
災
害
の

脅
威
か
ら
市
民
を
守
る「
強
靱（
き

ょ
う
じ
ん
）な
ま
ち
づ
く
り
」、「
富

田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
高
槻

の
歴
史
を
継
承
す
る
ま
ち
づ
く

り
」を
３
本
柱
と
し
、市
民
福
祉
の

向
上
に
つ
な
が
る
施
策
の
充
実
に

引
き
続
き
、積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す（
11
ペ
ー
ジ
図
）。

　
将
棋
の
棋
士
・
谷
川
浩
司
九
段

は
、
著
書
「
構
想
力
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
常
識
外
の
手
を
構
想
す
る
力

と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
新
し
い

未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
力
だ
と

言
え
る
」、「
た
だ
し
、
常
識
外
の

手
を
構
想
す
る
た
め
に
は
、
常
識

を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
。

　
つ
ま
り
、
新
し
い
未
来
を
切
り

開
き
、
次
の
時
代
を
築
い
て
い
く

た
め
に
は
、
常
識
を
踏
ま
え
た
上

で
、
常
識
外
の
構
想
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
行
政
の
責
務
は
市
民
の
生
活
を

守
る
こ
と
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
防
災
、
環
境
、
福
祉
、
医
療

な
ど
、
市
民
生
活
の
根
幹
に
関
わ

る
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
着
実
か
つ
地
道
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
業
務
は
ま
さ
に
、
常
識

に
従
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
業
務
で
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
各
地
方

自
治
体
は
厳
し
い
行
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
都

市
間
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
本
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
本
市
の
存
在

感
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
定
住
人

口
、
交
流
人
口
の
増
加
を
引
き
続

き
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
ま
さ
に
「
常
識
外
」
の
構

想
に
よ
る
行
政
運
営
・
施
策
展
開

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
20
年
先
、
30
年
先
の
未

来
を
見
据
え
、
本
市
の
輝
く
未
来

の
た
め
、
行
政
本
来
の
責
務
を
忠

実
に
果
た
し
、
業
務
を
着
実
・
地

道
に
進
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
、
他
市
の
行
政
の
発
想
に
は
な

い
「
常
識
外
」
の
構
想
に
よ
る
行

政
運
営
・
施
策
展
開
を
引
き
続
き

追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
議
員
並
び
に
市

民
の
皆
さ
ま
と
、
共
に
ま
ち
づ
く

り
の
成
功
を
喜
び
合
い
、
共
に
我

が
ま
ち
高
槻
を
誇
り
に
思
え
る
行

政
運
営
・
施
策
展
開
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施政方針大綱を表明する濱田剛史市長（２月27日）

　
市
は
今
後
、生
産
年
齢
人
口
の

減
少
、高
齢
化
の
進
展
、公
共
施
設

の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
が
想
定
さ
れ
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、市
民

の
安
全・安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
強
靱
な
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、

子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、20
年

後
、30
年
後
の
本
市
の「
み
ら
い
創

生
」に
向
け
財
政
面
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「『
み
ら
い
の
た

め
の
経
営
革
新
』に
向
け
た
改
革

方
針
」に
掲
げ
た
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
し
、健
全
財
政
を
維
持

す
べ
く
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み

ま
す（
11
ペ
ー
ジ
図
）。

■まちづくりの３本柱

「みらいのための経営革新」に向けた改革方針

■市民福祉の向上につながる施策

歳入改革、歳出改革、公営企業・外郭団体改革
を着実に推進し、健全財政を維持

11 10

令和２年度の予算案

※�一般会計は、対前年度６月補正後の予算
比で1.1％増

※�詳しい予算内容は本誌５月号に掲載

一般会計
�1,273億9,544万7,000円
特別会計
 �1,099億2,262万7,000円
合わせて
�2,373億1,807万4,000円

令和２年度の市政運営について

などの施策を充実

◦�地域防災力のさらなる向上 
� など

富田地区
◦�西部の都市拠点にふさわ
しいまちづくり� など

歴史の継承
◦�安満遺跡公園の全面開園
◦�歴史遺産を次世代に継承 など

主な取り組み
○市有資産の積極的な売却・貸し付け
○民間活力の導入・拡大
○職員の働き方改革で生産性向上
○外郭団体の統廃合

「輝く」未来を創生

都市機能 子育て・教育 福祉・医療

強
きょう

靱
じ ん

なまち

006378
新規スタンプ
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「国土強靱化地域計画」に基づき施策を推進

拡 聴覚障がい者などからの
１１９番通報への対応を強化

新 「コミュニティタイムライン」策定に向けた
地域の取り組みを支援

新 災害時の停電対策や避難所との
情報共有体制を確保

新 青色防犯パトロール車への
ドライブレコーダー設置補助制度を創設

新 通学路などの交差点における安全対策を実施

新 水道部庁舎の耐震改修に向け、基本設計を実施

高槻インターチェンジ周辺の公共施設整備な
どを行う土地区画整理組合を支援

檜尾川以東の新駅設置と新たな市街地形成の
検討を深度化

地区防災会および自主防災会の活動などを支援
各避難所の運営マニュアルなどの作成を促進

「業務継続計画（BCP）」や「受援計画」に基づく
図上訓練実施など、職員の災害対応能力を強化

次期「都市計画マスタープラン」を策定

富田地区のまちづくり基本構想策定に着手

富田芝生線の整備を完了
富寿栄住宅建て替え事業のＰＦＩ事業者を選定

セーフティプロモーションスクール（ＳＰＳ）認証取得に向
けた取り組みを推進
通学路の点検強化により、児童の安全を確保

芥川緑地プール跡地に、関西最大級の健康遊具数を備えた公園
整備を推進（実施設計）

エコハウス補助金により創
エネ・省エネ機器の設置を
支援

市民避難訓練を実施（市内北東地域）

公共施設のブロック塀を計画的に撤去、
民間所有ブロック塀の撤去を支援

「総合雨水対策アクションプラン」に基づき
施設整備を推進

（JR高槻駅北駅前広場「雨水貯留施設」実施設計 、
西大冠小学校「雨水流出抑制施設」整備）

安満遺跡公園の全面開園
（令和３年３月）に向け、
整備を推進

（公園・歴史拠点施設の整備、オー
プニングイベントの開催）

（「Net119緊急通報システム」を導入）

高槻駅緑町線の整備を推進
（未整備区間の工事、JR高槻駅から
八丁西町交差点までの北側歩道を拡幅・美装化）

大手八幡線などのバリアフリー化・無電柱化を推進
（高槻城

しろ

跡
あと

公園 芸術文化劇場の周辺道路）

（第三工場の高効率なごみ焼
却発電、第一工場の解体と跡
地を利用したリサイクル施
設の整備）

エネルギーセンターの
取り組みを推進

新
は
新
規
施
策
、拡
は
拡
充
施
策
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安全・安心のまちづくり

都市機能の充実良好な環境の形成

地域の見守り力高める青色防犯パトロール車

エネルギーセンター第三工場

安満遺跡公園歴史拠点施設（イメージ）

大規模災害を想定した地域防災訓練

整備が進む富田芝生線

地域防災力の向上を図る

大人も子どもも共に助け合う市民避難訓練で避難行動の連携を強化

地域住民主体の避難所運営
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新 送迎保育ステーション事業の
実施に向けた取り組みを推進

新 宿泊型の産後ケア事業を実施
( 子育て世代包括支援センター事業 )

新 「統合型校務支援システム」の導入により教員が児童生徒と
向き合う時間を確保
新 児童生徒１人１台の端末整備に向けた取り組みを推進

新 「文化財保存活用地域計画」策定に向け
取り組みを推進

新  市税と国民健康保険
料のキャッシュレス決済導
入に向けた取り組みを推
進

「第６次総合計画」、次期
「まち・ひと・しごと創
生総合戦略」を策定

森林の災害復旧事業を推進

市内の歴史遺産などを活用し、
本市の魅力を全国に発信

拡 子ども医療費助成の対象年齢を
18歳までに拡大

民間学童保育室の設置を促進

次期「教育振興基本計画」を策定

総合スポーツセンター総合体育館の中体育室に空調機器を設置

第四中学校区などで施設一体型小中一貫校の設置に向けて検討

次期「文化振興ビジョン」を策定

拡 要保護児童などへの包括的・継続的な
支援を強化
( 子育て総合支援センターに「子ども家庭総合支援拠
点」としての機能を整備）

英語教育を充実
（新学習指導要領に基づく小学 5・6 年生の外国語科・小学 3・4 年生の外国語活動を実施 )

「認定こども園配置計画」を推進
・市立認定こども園の運営を新たに開始
（五領認定こども園、三箇牧認定こども園）

・幼稚園３施設、保育所２施設を民営化
（引継保育の実施、施設の建て替え支援）

「高槻城
しろ

跡
あと

公園 芸術文化劇場 南館」の整備を推進
（建設工事、指定管理者の選定など）

将棋文化を振興
（タイトル戦開催、子ども将棋教室の運営支援など）

�新 「手話言語条例」を制定し、
基本理念に基づく施策を推進

（手話、ろう者に対する理解、手話の普及促進）

高槻島本夜間休日応急診療所の
弁天駐車場敷地への移転に向けた検討を実施

大阪府三島救命救急センターの
大阪医科大学附属病院への移転に向けた取り組みを推進

拡 介護予防のさらなる普及
啓発

（新たな介護予防体操の活用など）

市営バス高齢者無料乗車制度を見直し
（令和３年４月から）

がんの早期発見・早期治療に向け、
各種無料検診や効果的な個別受診勧奨を実施

地産地消の推進に向け、地元産農産物の安定した生産を支援
次代を担う新規就農者の経営確立を支援
市外企業の誘致と市内企業の定着を促進
大阪 ･ 関西万博の開催を見据え、観光振興を強化

戦略的かつ効果的な定住促進プ
ロモーションを実施

芥川山城跡の国史跡指定に向けた取り組みを推進
新
は
新
規
施
策
、拡
は
拡
充
施
策
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子育て・教育環境の充実健康・福祉の充実

産業の振興

市民生活の充実

子どもの健やかな成長を見守る

窓口での手話通訳

主郭（本丸）

芥川山城跡（航空全景）

高
槻
城
跡
公
園 

芸
術
文
化
劇
場

南
館（
イ
メ
ー
ジ
）

第69期大阪王将杯王将戦コミュニティ市民会議や32地区コミュニティのまちづくり活動や
防災活動を支援

効果的な行財政運営


